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第 00144 号

放送用進行波管（１W５０／M４８０３）

所 在 地
栃木県大田原市

キヤノン電子管デバイス株式会社

公開

キヤノン電子管デバイス株式会社

東京芝浦電気株式会社（現：キヤノン電子管デバイス株式会社）

1963年

1963年

本機は、山間部を含め全国に放送網が構築された1960年代のUHFテレビ放
送開始に伴って、広く用いられたテレビ放送用の進行波管である。出力
360W、400～900MHz、周期磁界（PPM)集束らせん型である。NHK、民放の
30W/100Wサテライト局用として多数使用された。
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